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デー タ 通信 マニュアル 

データ通信について . 

ご使用になる前に .. 

データ通信の準備の流れ .. 

パソコンと FOMA 端末を接続ずる . 

通信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールずる 

FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する . 

FOMA PC 設定ソフトを利用しないで通信する ....... 

AT コマンド . 


■ データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA D 903 i でデータ通信をずる際に必要な事項についての説明をは 
じめ、 CD - ROM 内の 「 D 903 i 通信設定ファイル（ドライバ )」 「FOMA PC 設定ソフト」の 
インス I -ール方法などを説明していまず。 

■ Windows の操作について 

本マニュアルは 、 Windows XP Service Pack 2に巧応した内容となっております。 
お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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-夕通信にごいて 


FOMA 端末か 5 利用できるデータ通信のお態や 
利用時の留意点について説明しまず。 

• FOMA 端末は FAX 通信や Remote Wakeup (C 
は対応していません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA「si 邑 marion n」 や 
「musea」 に接続してデータ通信を行う場合、 

「si 邑 marion n」 や fmuseaj をアップデートし 
てご利用ください。アップデートの詳細について 
は、ドコモのホームページをご覧ください。 

• 本 FOMA 端末は海外でのパケット通信、曰 4K デー 
夕通信にはご利巧いただけません。 

•本 FOMA 端末は IP 接続に对応しておりません。 


FOMA 端 まか6巧用できるデータ通信につ 
L 、 て 


FOMA 端末の通信お態は、パケット通信、日 4K デー 
夕通信、データ転送の3つに分類されます。 

これらの通信は、添付の CD-ROM か6関連ソフトを 
バソコンにインス!ルし、 FOMA 端末とパソコン 
を接続して各種設定を行ラと利巧できまず。 

■ パヶット通信 

パケット通信は送受信したデータ量に応じて課金 
されるので、メールの送受信など、比較的少ない 
データ量を高速で送受信するのに適しています。 
ネットワークに接続していてち、データを送受信 
していないとをには通信料がかからないので、 
ネットワークに接続したまま必要なとさにデータ 
を送受信ずるといラ使いかたがでをます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U / 
mopera など、 FOMA のパケット通信に对応した 
アクセスポイントを利用して、受信最大 384kbps、 
送信最大日 4kbps の高速バケット通信が巧能です。 
通信環境や混雑状況の影響により通信速度が変化 
するベストエフオートによる提おでず。 

画像を含むホームページの閲覧、データのダウン 
□ードなどデータ量のをい通信を行った場合、通 
信料が高額になりまずのでごま意ください。 

■ 色 4K データ通信 

64K データ通信は 64kbps の安定した通信速度で 
データ送受信でさまず。データ量に関係な<、ネッ 
トワークに接続している時間の長さに応じて課金 
されるので、マルチメディアコンテンツのダウン 
□-ドなど、比較的データ量のをい送受信を行ラの 
に適していまず。ドコモのインターネット接続サー 
ビス m 叩 era U / m 叩 era など、 FOMA 64K デー 
夕通信に対応したアクセスポイント、または ISDN 
同期日 4K アクセスポイントを利用しまず。 
長時間にわたる通信をした場合、通信料が高額にな 
りまずのでごを意ください。 


■ データ転送 

電話帳やメール、ブックマークなどのを種データ 
を転送-交換ずる、課金が発生しない通信お態で 
す。 

• 赤外線通信/に通信でち、他の FOMA 端末や 
携帯電話、バソコンなどとデータ転送でさまず。 



画作廣境にごいて 


通信設定ファイルおよび FOMA PC 設定ソフトは、次 
の動作環境でご利用 < ださい。 


項目 

が要環境 

パソコン本体※1 

PC/AT 互換機 

0S& 吕 

Windows 2000. XP (各日榻版） 

必要メモリ 

Windows 2白日日： 64MB 政上 
Windows XP :1 28 M 巨政 上 

A— ドディスク容量 

巳 M 目攻上の空さ容量 


《1: USB ポート （USB 仕様1 . 1/2.0に準拠）び必要 
です。 

《2 :日 S アップグレードからの動作は保証対象がです。 


おし S せ 

♦動作環境によってはご使用になれない場合がありま 
ず。また、上記の動作環境 L ソがでのご使用や 0S アツ 
プグレードによる問い合わせおよび動作保話は、当 
社では責任を負いかねまずのであらかじめご了承< 
ださい。 


が妄なお器にごいて 


FOMA 端末とパソコン臥外に政下の从ードウェア、 
ソフトウェアを使いまず。 

•FOMA USB 接続ヶーブル（別売） 

•添付 CD-ROM「FOMA D 903 i 巧 CD-ROM」 

おしらせ 

• USB ケーブルは専用の 「FOMA USB 接続ケーブル」 
をお買い求めください。パソコン用の USB ケーブル 
はコネクタ部の形状が異なるため使用でさません。 
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ご利用時の留意事頃 


インターネットサービスプ□バイダの利用 
巧について _ 

バソコンからインターネットを利用ずる場合は、通 
常ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ 
a ソ降、プ□バイダ）に対する利用料がお、要でず。こ 
の利巧料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接 
プ□バイダにおま化いいたださまず。利巧料の詳し 
い内容については、ご利巧のプ□バイダにお問い合 
わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス mopera U / 
m 叩 era をご利用いただけます 。 m 叩 era U は、お 
申し込みが必要（有料）です。ブ□ードバンド接続 
などに対応し、使用した月だけ月額使用料がかかる 
プランもございます。また、 mope 旧は、お申し込 
み不要、月額使用料無料でず。今すぐインターネッ 
卜に接続でさまず。利用料などの詳細については、 
ドコモのホームページをご覧<ださい。 


接続巧(プ□バイダなど)の設定について I 

バケット通信と日 4 K データ通信では接続先が異なり 
まず。パケット通信を行うときは FOMA のパケット 
通信に対応した接続巧、日 4 K データ通信を巧ラとさ 
は FOMA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K 
对応の接続先をご利用ください。 

• 円 AFS などの PHS 64 K /32 K データ通信や DoPa 
のアクセスポイントには接続でさません。 


ネジトワークアクセス時のユーザー認証について I 

接続巧によっては、接続時にユーザー認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場合がありまず。その場合は、通信 
ソフトまたはダイヤルアップネットワークで ID とパス 
ワードを入力して接続してください。 ID とパスワード 
はプ□バイダまたは社内 LAN など接続巧のネットワー 
ク管理者から付ちされまず。詳しい内容については、 
プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせ 
<ださい。 


パケット通信および 64 K データ通信の爱件] 

FOMA 端末で通信を巧うには、次の条件が必要でず。 

• FOMA USB 接続ケーブル（別売）を利巧でさるバ 
ソコンであること 

• FOMA サービスエリア内であること 

• パケット通信の場合、接続先が FOMA のパケット 
通信に対応していること 

• 日 4 K データ通信の場合、接続先が FOMA 64 K デー 
夕通信、または ISDN 同期巨 4 K に巧応していること 
ただし、上記のを件が整っていてち、基地局が混雑 
していたり、電波状況が悪かったりずる場合は通信 
でさないことがありまず。 


^一夕通信の用語集 


• 管理者権限 

Windows XP 、 2日日日を使用するとさに、 0 S のシ 
ステムなどすべてにアクセスできる権限のこと。 

1台のパソコンに最低1人は、パソコンの管理者権 
限を持つ ユー ヴーび設定されています。通常、パソ 
コンの管理ち権限びない ユー ヴーは、ドライバ、ソ 
フトなどのインストールおよびアンインストールが 
でさません。 

参 APN (Access Point Name ) 

パケット通信で接続するプ n バイダなどを識別する 
文字歹リ 。 mopera U な 「 mopera . net 」 か 、 mopera 
は 「 mopera . ne . jp 」 び APN となります。 

• cid Context Identifier ) 

パケット通信の接続先 CAPN ) を FOMA 端まへ書さ 
込むときの登録ま号。 F 日 MA 端までは1から1日まで 
の1日件が使えます。 

お買い上げ時、 cid 1には 「 mcipera . ne . jp」、cid 3 
には rmopera . net 」 び登録されています。 

• W-TCP 

FOMA ネットワークでパケット通信を巧ラ際に、 
下巳 P / IP の伝送能力を最大限に生かすための TCP パ 
ラメータ。 FOMA 端末の通信性能を最大限に活用す 
るには、この通信設定び必要です。 


パソコンのブラウザを巧用してのアクセス 
認証にごいて _ 

円 「stPass (ユーザー証明書）の認証を行ラ場合は添 
付の CD - ROM から FirstPass PC ソフトをインス f -- 
ルし、設定してください。詳しくは添付の CD - ROM 内 
の r 簡易操作マニュアル （ FirstPassManual . p が)」を 
ご覧ください。 
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ドータ通信の準砲の流れ 

パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通 
信または 64 K データ通信を利用ずる場合の準備 
は次のよラな流れになります。 




1 

通信設定ファイルのインス1ル -- P 5 

1 


み 


1 

パソコンと FOMA 端末の接続 - 'PS 

1 


ん 


1 

通信設定ファイルの確認 — P 已 

||: 






FOMA PC 設定ソフトのインス I ル^ P 目 



(かんたん設定） （かんたん設定) 


パケツト通信設定 64 K データ通信設定 

•mopera U / mopera •mopera U / mopera 

• P 8 が1 1 

♦その他のプ(イタ’ ♦その他のプ(イタ’ 


• P 9 が1吕 



通信実行13 (切断* P 13) 


FOMA PC 設定ソフトを使わない通信の設定* P 1 7 



接続* P 23 朋断* P 24) 


インストール-アジインストール前の注意点 


• 通信設定ファイルや FOMA PC 設定ソフトをインス 
トール•アンインス!ルするとをは、必ずバソコ 
ンの管理者権限を持ったユーザーで巧ってくださ 
し、それじ(夕が D ユーザーで;子ラとエラーになりまず。 
パソコンの管理者権限の設定操作については、パソ 
コンの取扱説明書をご覧になるか、各パソコンメー 
カーやマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• 操作を始める前に、稼動中の他のプ□グラムがない 
ことを確認してください。稼動中のプ□グラムが 
あった塌合は、プ□グラムを保ち-終了させた後に 
行ってください。 


バソコンと FOMA 端末を接続ずる 


パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状 
態で接続してください。 

•接続前に必ず通信設定ファイル（ドライバ）をイ 
ンストールしておいてください。 * P 已 


通信モードに設定する 


US 巨モード設定で rmicraSD モード」または 「MTP 
モード」に設定している場合は、 r 通信モード」に 
設定して < ださい。 

① ^^1 b ||~^| b I ► m 


ほ信菌定ファイル【ドライバ）について 


FOMA 端末をバソコンに接続してデータ通信を行う 
には、添付の CD - ROM か日通信設定ファイルをイン 
ストールする必要がありまず。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


添付の CD - R 日 M か目 FOMA PC 設定ソフトをパソコ 
ンにインストールずると、 FOMA 端末とパソコンを 
接続して、パケット通信または日 4 K データ通信を行 
ラために必要なさまざまな設定を、パソコンか6簡 
単に操作でさまず。 
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接続のしかた 


FOMA USB 接続ヶーブル（別売）を使って接続しま 
ず。 

〇 FOMA 端末の外部接続端子の端子キャップ 
を開ぐ 


巧電しなび5接続ずる 1 

卓上ホルダ（別売）を使って充電しながら接続でを 
ます。ただし充電時間が長くなりまず。 

〇卓上ホルダと AC アダプタを接続ずる 

• AC アダプタはコンセントに差し込んでおいて< 
ださい。 


〇 FOMA USB 接続ケーブルの FOMA 端末側 
コネクタを、「カチッ J と音がずるまで 
FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 

0 FOMA USB 接続ケーブルのパソコン側コ 
ネクタを、パソコンの US 日コネクタに差し 
込む 

•ノ':ソコンと FOMA 端末を接続すると、 FOM 冉端 
末の画面に因び表示されます。通信設定ファイ 
ルのインス I -ール前には因は表示されません。 

• 通信設定ファイルのインス I -ール前に接続ずる 
と、新しい A — ドウ: L ア検出のウィザード画面 
び表おされます。その場含は、 FOMA 端末を取 
り外し、ウィザード画面で[キャンセル]をク 
U ックして、終了してください。 



■ 取りがしかた 

パソコン側コネクタはそのまま引を扳さます。 
F 0 V 1 A 端末側コネクタは、必ずリリースボタンを 
押しなびら水平に引を掠レてください。無理に 
引っ張ると故障の原因となりまず。 


〇 FOMA 端末と FOMA USB 接続ケーブルを 
接続ずる 

0 卓上ホルダに沿って FOMA 端末を図のよう 
な角度で差し込む 

• FOMA 端末を差し込むときは 、 FOMA US 巨接続 
ケーブルを手前に引を出して<ださい。 

• 決定キーの照明び赤<点巧したことを確認して 
ください。 


よ© 



おし6せ一 

♦データ通信アダプタ DO 1(別売）を使ってわ充電し 
ながら接続でさまず。ただし、充電時間が長くなり 
まず。 

♦データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルを取り外 
したり、 FOMA 端末および卓上ホルダに衝撃をちえ 
ないで<ださい。充電やデータ通信の切断、パソコ 
ンや FOMA 端末の誤動作や故障、データ消失の原因 
となります。 

♦データ通信中に充電を開始した場合、充電が完了し 
ない場合があります。充電を完了させたい塌合は、 
データ通信を終了してか5充電することをおすすめ 
しまず。 
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巧信設定ファイル{ドライパ）をイン 
ス I ルずる 


ほ信設定ファイルをインストールずる 


操作の前に、必ず「インス!-ール-アンインストー 
ル前のま意点」をお読み < ださい。 i * P 3 
• FOMA 端末は操作！〜3を行った後にパソコン 
に接続してください。 

Windows XP の場を 

I 添付の CD - ROM をパソコンにセット 

「FOMA D 903 i CD - ROM 」 画面び表おされま 
す。 


広が 



义 「FOMA D 903 i CD - ROM 」 画面び動作する 
推奨環境は Microsoft Internet Explorers .曰 
政降です。 

お使いのパソコンび推奨環境を満たさないとを 
や、 CD - ROM をセットしても 「FOMA D 9 曰 3 i 
CD - ROM 」 画面び表おされない場をは次の手順 
で操作して < ださい。 

①[スタート] 一「ファイル名を指定して実 
行」をクリック 

感「名制に「く CD - ROM ドライブ名> : 
¥ US 巨 DRI \/ E ¥ D 903 iin . exe 」 を入力 ► 
[ OK ] をク U ック ►操作 己に進む 

2 [データリンクソフト•各種設定ソフト] 
をク U ック 

3 rD903i 通信設定ファイル（ドライバ) J 
の[インストール]をクリック 

rD 903 Mn.exeJ をダブルクリック 

5 [インストール開始]をクリック 

FOMA D 903 i をパソコンに接続する旨の画面び 
表示されまず。 


0 FOMA 端末をパソコンに接続する 

インス I -ールび開始され、完了ずると^ッセージ 

び表示されます。 

• FOMA 端末は電源び入った状態で接続してくだ 
さい。 

• r 通信設定ファイルを確認する」に進み、インス 
トールされたデバイス名を確認してください。 

おし6せ— 

♦インストールには数分かかることがありまず。 

• Windows を再起動ずる旨の画面が表示されたときは、 
画面の指示に従い、再起動してください。 

♦通信設定ファイルのインス I -ール前にパソコンと 
FOMA 端末を接続ずると、自動的に別のドライバがイ 
ンス I -ールされる場合がありまず。その場合、操作2 
でアンインストールずる必要がある曽のメッセージ 
が表示されまず。画面の指示に従ってアンインス I -一 
ルしてから通信設定ファイルをインス!'ールしてく 
ださい。 


通信設定ファイルを確認ずる 


FOMA 端末びパソコンに正しく認識されない墙合、 
設定および通信はでさません。 

Windows XP の場台 

1 [スタート] 一ロント□—ルパネル J 一 
[パフォーマンスとメンテナンス]一[シ 
ステム]をク U ック 

「システムのフ□パティ」画面び表示されます。 

■ Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「設定」一「コント□—ルパ 
ネル J をクリック 
感[システム]をダブルクリック 

2 [八ードウエア]タブをクリック ►[デ 
バイスマネージャ]をクリック 

「デバイスマネージャ」画面び表示されまず。 

3 をテパイスの種類をダブルクリック ►イ 
ンストールされたデバイスちを確認する 

な表のデバイス名びすべて表おされることを確 
認しまず。 


デ A " イスの種類 

デバイスち 

USB (Universal 
Serial Bus ) コント 
□-ラ 

FOMA D 白 03 i 

ポートに OM と LPT ) 

• FOMA 09031 

Command Port ( COM ) 〇 ※ i 

• FOMA 09031 OBEX Port 
に OMx )1 

モデム 

FOMA D 日 03 i 


《1: COMx の X はお使いのパソコンによって異なります< 
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通信設定ファイルをアンインストールずる 


操作の前に、お、ず「インス I -ール-アンインストー 
ル前のま意点」をお読みください。 * P 3 
アンインストールをする前に、必ずパソコンから 
FOMA 端末を取り外してください。 

Windows XP の場を 

1 [スタート] 一「コント□—ルパネル J 一 
[プ□グラムの追加と削除]をクリック 

「プ□グラムの追加と削除」画面び表おされます。 

■ Windows 2000の場合： 

④[スタート] 一「設定 J 一「コント□—ルバ 
ネル」をクリック 

感 [アプリケーシヨンの追カロと削胸をダスレ 
ク U ック 

2 FFOMA 09031 USBJ を選択 ►[変 
- 更と削除]ちクリック 

3 プ□グラムちを確認して[はい]をク 
IJ ック 

通信設定ファイルのアンインストールび開始さ 
れまず。 

q [ OK ] をクリック 
おし5せ 

♦インス!'ールに失敗したとき、または「プ□グラム 
の追加と削除」画圃こ 「FOMA D 日 03 i USBJ が表 
示されていないときは、添付の CD - ROM をパソコン 
にセットし 、 「FOMA D 903 i CD - ROM 」 画面の 
[データリンクソフト•各種設定ソフト] 一 「 D 903 i 
通信設定ファイル（ドライバ）」の[インストール] 
をクリックして通信設定ファイルをアンインス I 
J レして < ださい。 


FOMA PC 設定ソフトを利用して通信 
する 


FOMA 端末をパソコンに接続してパケット通信 
や巨 4 K データ通信を行うには、通信に関ずるさま 
ざまな設定び必要でず 。 FOMA PC 設定ソフトを 
使ラと、簡単な操作で;欠の設定ができまず。 

■ かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 FFOMA データ通 
信用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に rw- 
TCP の設定」などを行います。 

■ W - TCP の設定 

「 F 日 MA パケット通信」を利用する前に、パソコ 
ン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大 
限に活用するには、 「 W - TCP 設定」による通信設 
定の最適化び必要です。 

■ 接続巧 ( APN ) の設定 

「バケット通信」を行ラ隙に必要な r 接続先 ( APN ) 
の設定」を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、日 4 K データ 
通信と異なり、通常の電話番号は使用しません。 
あらかじめ接続先ごとに、 F 0 M 冉端ホに APN と 
呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 （ cid ) 
を接続先電話番号欄に指定して接続します。お買 
い上げ時、 cid ] には、 mopera の接続先 （ APN ) 
「 mopera . ne . jp 」 だく、 cid 3 には 、 mopera U の 
接続先 （ APN ) rmopera . net 」 び登録されてい 
ますび、その他のプ□バイダや社内 LAN に接続 
する場合は接続先 （ APN ) の設定が必要になりま 
す。 


FOMA PC 設定ソフトをインストールずる 


• FOMA PC 設定ソフト Version 3.0.1 より前の 
ちいバージョン（臥降、旧 「FOMA PC 設定ソフ 
卜」）がインストールされている塌合には、あら 
かじめ旧 FFOMA PC 設定ソフト」をアンインス 
I -ールしてください。バージョンは 、 FOMA PC 
設定ソフトの「メニュー」一 r バージョン情報」 
で表示でさます。 

• お使いのパソコンに、本機種より前に発売された 
FOMA 端末に添付の 「 W - TCP 環境設定ソフト」 
や 「 FOMA データ通信設定ソフト」がインストー 
ルされている場合は、 それらのソフトをアンイン 
ストールしてください。 

• FOMA PC 設定ソフトを再インス!'ールする墙 
合は、あらかじめインス!ル済みの FOMA PC 
設定ソフトをアンインス I ルしてください。 

•操作の前に、必ず「インストール-アンインス 
I -ール前のま意点」をお読みください。 ‘* P 3 


6 つづく ► 













Windows XP の場合' 

1 添付の CD - ROM をパソコンにセット 

「FOMA D 903 i CD - ROM 」 画面び表おされま 
す。 


にが 



% 「FOMA D 903 i CD - ROM 」 画面び動作する 
推奨環境は Microsoft Internet Explorers .曰 
政降です。 

お使いのパソコンび推奨環境を満たさないとを 
や、 CD - ROM をセットしてち 「FOMA D 目曰 3 i 
CD - ROM 」 び表示されない場合は次の手順で操 
作して < ださい。 

①[スタート] 一「ファイル名を指定して実 
行」をクリック 

感「名制に「< CD - ROM ドライブ名>: 
¥ FOMA _ PCSET ¥ setup.exeJ を入力 ► 
[0 K ] をク U ック ►操作 4に進む 

2 [データリンクソフト•る種設定ソフト] 
をクリック 

3 「FOMA PC 設定ソフト J の[インストー 
ル]をク U ック 

Q だ^へ]をク U ック 

FOMA PC 設定ソフトの使用許語契約び表示され 
ます。 

5 巧客を確認の上、契約巧客に同意する場 
合は[はい]をクリック 


0 r タスクトレイに常駐する J び選がをれて 
いることを確認して[巧へ]をクリック 

セットアップ後、タスクトレイに rw - Tcp 設定」 
び常駐します。 

• rw-Tcp 通信」の最適化の設定’解除を行ラと 
をに使巧しますので C * P 14)、 常駐をおずす 
めします。 

• インストール後に常駐の設定は変更でをます。 



7 インストール巧を確認して[次へ]をク 
IJ ック 

n プログラムフォルダのフォルダ名を確 
認して[巧へ]をクリック 



〔く戻 S(BJ 〔 A へ化)〉 ) 〔♦み祉 I 


g [竞了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動しまず。 

• このまま各種設定を始められます。 

おし5せ^ 

♦インス!-ールの逸中で[キャンセル]や[いいえ] 
をクリックしたとさは、インストールを中断する確 
認画面が表示されます。インストールを継続する墙 
合は[いいえ]をクリックしてください。中断する 
場合は[はい]をクリックし院了]をクリックしてく 
ださい。 
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かんたん設定でパケット通信を設定する 


設定は FOMA 端末をパソコンに正しく接続してから 
行ってください 。 tPA 


FOMA PC 設定ソフトを起動ずるI 


Windows XP の場を 

1 [スタート] 一 r すべてのプログラム J 
(Windows 2000の場さは、 T プ□グ 
ラム J) 一 「FOMA PC 設定ソフト J 一 
TFOMAPC 設定ソフト J をクリック 

F 0 M 冉 PC 設定ソフトび起動します。 


mopera U / mopera をが用ずる場合] 

• その他のプ□バイダの塌合 i * P 日 
Windows XP の場を 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動 ►协ん 
たん設定]をクリック 

2 r パケット通信 J を選択 ► [次へ]をク 

IJ ツク 


3 r[mopera UJ への接続 J または 
r『m 叩 era 』 への接続 J を選が ► 炊へ] 
をク U ック 

• mopera U を選択したときは、ご契約の確認メッ 
セージび表示されまず。ご契約びお済みの場合 
は[はし、]をク U ックします。 



n 「FOMA 端末設定取得 J 画面で [OK] を 
ク IJ ック 

FOMA 端末から r 接続先 （ APN ) 情報」を取得 
します。しばらくお待ちください。 

5 任意の接続ちとち項目を設定 ► [巧へ] 
をク U ック 

• 次の半角記号は入力でをません。 

¥/:キ ？!<>!" 

• ご利用の端末にをわせて接続方式を選択して 
ください。 

- mopera U は PPP 接続、 IP 接続ともに対応 
しています。 

本端末は 「 PPP 接続」のみ対応しておりま 
すので、 「 PPP 接続」を選択してください。 

- mopera は PPP 接続のみに対応しておりま 
す。 




つづく ► 








































•ダイヤルアップ時に発信着番号通知をするか 
どラかを選択してください 。 mopera U および 
mopera 接続では発信者番号通知び必要です。 
「 NW サービスに従う」を選択した場合は、ネッ 
トワークサービスの発信着番号通知設定で発 
信者番号通知を行ラかどラか設定して<ださ 
い。 



を項目を設定 ► [次へ]をクリック 

• 「ユーヴー名」「パスワード」は空欄でち接続で 
をます。 

• r 使用可能ユーザーの選択」で「すべてのユー 
ヴー」を選択すると Windows に□グオンでき 
るすべてのユーザーびこの接続を利巧でさま 
す。 



7 r 最適化を巧5 J び選がされていること 
を確認して[巧へ]をクリック 

• 既に最適化されている場含、この画面は表おさ 
れません。 



Q 設定情巧をお話して[ミ了]をクリック 



g [ OK ] をクリック 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動します。再起動をする旨の画面び表示された場 
合は[はい]をク U ックしてください。 

• 既に W - TCP 設定び最適化されている場をは、 
再起動する必要はありません。 

•通信を実行する-^ P 13 


その他のプ□バイダを利巧ずる場合 I 

• mopera U / mopera の場合 * P 扫 

^ Windows XP の場台 

I 「かんたん設定でパケット通信を設定す 
る J の [mopera U / mopera をお J 用 
ずる場合 J の操作1〜4を巧5が PS 

• 操作2の接続方法は「バケット通信」を選択し 
ます。 

•操作3の接続先は「その他」を選おしまず。 


9 つづく ► 























































2 任意の接続ちを入力►[接続巧 （ APN ) 
設定]をク U ック 

• 次の半角記号は入力できません。 

¥/:キ ？!<>!" 

•発信者番号通知の選おについては、ご利巧にな 
るプ□バイダの指示情報に従ってください。 



■ 高度な設定 （ TCP / IP の設定）： 

[詳細情報の設定]をク U ックずると rip アド 
レス」「ネームヴーパ'一」の設定画面び表おさ 
れます。 

• ダイヤルアップ情報として入力び必要な場合 
は、プ□バイダなどから提供された各種情報 
をもとにアドレスなどを登録してください。 

3 接続巧 （ APN ) を設定 

お買い上げ時、 cidl には 「 mopera . ne . jp 」 び、 
cid 3 には 「 mopera . net 」 び設定されていまず。 
cid 2、 4〜] 0に接続先 （ APN ) を登錄してく 
ださい。 

①[追力日]をクリック 

r 接続先 ( APN ) の追加」画面び表示されまず。 

感ご利用のプ□バイダなどの FOMA パケット網 
に対応した接続巧名 （ APN ) と接続ち式を設 
定^ [0 K ] をクリック 

r 接続先 ( APN ) 設赴画面に戻ります。 

• r 接続先 （ APN )」 には半角で、英数き、八 
イフン〔-)、ピリオド （.） のみ入力でを 
ます。 





[ OK ] をクリック 

操作2の画面に戻ります。 r 接続先 （ APN ) の選 
お」には、操作3で設定した接続先（冉 PN ) と 
接続方式び表示されます。 

5 r 接続巧 （ APN ) の還が J の接続巧ち 
( APN ) を確認して[次へ]をクリック 

0 ユーザーち•パスワードを入力 ►[巧へ] 
をク U ック 

•「ユーヴー名」「パスワード」には、プ□バイダ 
などから提供された各種情報を、大文字-ル艾 
字などに注意して入力して<ださい。 

• 「使用可能ユーヴーの選択」で「すべてのユー 
ザー」を選択すると Windows にログオンでき 
るすべてのユーザーびこの接続を利用でさま 
す。 



7 「最適化を巧5 J び選択されていること 
をお認して[巧へ]をクリック 

•既に最適化されている場含には、この画面は表 
おされません。 



巧拐ホ (APN): [x 偽け e.lP 二] 

> まち k 成： |2 

巧括方巧 f? PPP 巧待 ，— IP 巧房 
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つづく ► 




























































3 設定情巧を確認して[完了]をクリック 



g [OK] をクリック 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動します。再起動をする旨の画面び表示された場 
合は[はし、]をク I 」ックしてください。 

•既に W - TCP 設定び最適化されている場含は、 
再起動する必要はありません。 

•通信を実行する ' PI 3 


かんたん設定で 64 K データ通信を設定ずる 


設定は FOMA 端末をパソコンに正しく接続してか5 
巧ってください 。 ♦PA 


mopera U / mopera を巧用ずる場さ] 

• その他のプ□バイダの場合 I— P 1 2 
Windows XP の場を 

I r かんたん設定でパケット通信を設定す 
る J の [mopera U / mopera を巧]用 
ずる場合 J の操作1〜3を巧5が P 8 

• 操作2の接続方法は「日 4 K データ通信」を選巧 
します。 

• 操作3 の 接続先は 「『 mope 旧 U 』 への 接続」ま 
たは 「『 mopera 』 への 接続」を選択します。 

2 任意の接続ちとち I 頁目を設定 ► [巧へ] 
をクリック 

• :欠の半角記号は入力でさません。 

¥/:キ ？!<>!" 

• 「モデムの選択」び 「FOMA D 903 iJ に設定さ 
れていることを確認します。 


• ダイヤルアップ時に発信者番号通知をするか 
どラかを選択してくださし'1 。 mopera U および 
mopera 接続では発信者番号通知が必要でず。 
「 NW サービスに従う」を選択した攝合は、ネッ 
トワークサービスの発信者番号通知設定で発 
信者番号通知を行ラかどラかを設定してくだ 
さい。 



3 各 I 頁目を設定 ► [巧へ]をクリック 

•「ユーザー名」「パスワード」については空欄で 
ち接続でをます。 

• 「使用可能ユーヴーの選択」で「すべてのユー 
ザー」を選択すると Windows に□グオンでき 
るすべてのユーザーびこの接続を利用で走ま 
す。 



11 つづく ► 














































4 設定情巧を確認して[完了]をクリック 



5 [ OK ] をクリック 

•通信を実行する* P 13 


その他のプ□バイダを利用ずる場舍 I 

• mopera U / mopera の場合 • P 11 

Windows XP の場を 

1 r かんたん設定でパケット通信を設定す 
る J の [mopera U / mopera を巧]用 
ずる場合 J の操作1〜3を巧5が PS 

• 操作2の接続方法は 「64 K データ通信」を選択 
します。 

•操作3の接続先は「その他」を選択します。 

2 各項目を設定 ► [巧へ]をクリック 

• :欠の項目を登録します。 

-接続名 ：任意 

-モデムの選択 ： FOMA D 903 i 
-電話番号 ：プ□バイダなどから提化さ 
れた情報をもとに入力 
-発信者番号通知の選択 

:ご利用になるプ□バイダの 
指示情報に従って選択 



■ 高度な設定 （ TCP / IP の設定）： 

[詳細情報の設定]をク U ックずると rip アド 
レス」「ネームサーバー」の設定画面が表おさ 
れます。 

• ダイヤルアッフ情報として入力び必要な場 
合は、プロパイダなどから提供された各種 
情報をもとにアドレスなどを登録してくだ 
さい。 

3 ユーザーち•パスワードを入力 ►[巧へ] 
をク IJ ック 

•「ユーザー名」「パスワード」には、フ□バイダ 
などから提なされた各種情報を、大文字-ル文 
字などに注意して入力して < ださい。 

• 「使巧可能ユーヴーの選択」で「すべてのユー 
ザー」を選おすると Windows にログオンでき 
るすべてのユーザーびこの接続を利用でさま 
す。 



設定情巧を確認して[ミ了]をクリック 



5 [ OK ] ちクリック 

•通信を実行する* P 13 
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ほ信を実巧ずる 


FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断に 
ついて説明しまず。 

Windows XP の場を 

1 FOMA 端末とパソコンを接続する 
• P 3 


2 デスクトップの接続アイコンをダブル 
ク U ック 

rv •アイコンは os によって異なります。 

•デスクトップに接続アイコンを作成しなかっ 
た場含は、スタート^ニューから起動します。 

■ Windows XP のスタートメニューから起動： 
④[スタート] 一「ずべてのプ□グラム」一 
r アクセサリ J 一 r 通信 J 一 r ネットワーク 
接続」をクリック 
感接続巧をダブルクリック 


■ 通信中の FOMA 端末画面 

パケット通信を実行すると発信中画面、 64 K デー 
夕通信を実行すると呼出中画面びそれぞれ表おさ 
れ、接続すると次の画面び表示されます。 


PP 円け,ット通信中 


mmmmn 

□□□□□■■■ 


圓 


64 K データ通信中 


1 


□ □□ 


186*8701 
08秒 


おし 6せ一 

♦バソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度 
とは異なる場合がありまず。 

• データ通信を実行ずる場合、接続アイコン作成時の 
FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 

♦ D 日 03 iUm の FOMA 端末を接続ずる場合は、ご利 
用になる FOMA 端末の通信設定ファイルをインス 
トールする必要がありまず。 


■ Windows 2000のスタートメニユーかち起動： 
(1)[スタート]^ r プ□グラム」一「アクセサ 
U 」 一 r 通信」一 r ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続」をクリック 
@接続先を夕’プルクリック 


巧信を切がするには I 

ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があ 
りまず。確実に切断ずるには、なの操作を巧ってく 
ださい。 


を項目を確認して[ダイヤル]をクリック 

• m 叩 era U / mopera を選択した場合は「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でち接 
続でをます。 

• ご加入のプ□パイダなどの指おにより必要な 
場合は、入力指示情報をちとに「ユーザー名」 
「パスワード」を入力して[ダイヤル]をク I 」ッ 
クします。 

•0 S によっては、接続完了画面が表示されるこ 
とびあります。 [ OK ] をク U ックしてくださし、 



勉 ) Windows XP の場合 

1 タスクトレイの巧をクリック 

2 [切勘]をクリック 
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パケット通信の設定を最適化ずる 


rw-Tcp 設定」を利用してパソコンのパケット通信 
の設定を FOMA ネットワーク用に最適化しまず。 
「 W - TCP 設定」とは FOMA ネットワークでパケット 
通信を行ラ際に、 TCP / IP の伝送能力を最適化するた 
めの 「 TCP パラメータ設定ツール」でず。 FOMA 端 
末の通信性能を最大限に活用ずるには、この通信設 
定が必要でず。 


Windows XP の場合 i 

ダイヤルアップごとに最適化でさます。 

I FOMA PC 設定ソフトを起動 （fP 日) 
► [W-TCP 設定]をクリック 

■ タスクトレイから起動：迸をクリック 

2 巧の操作を巧5 

■ システム設定が最適化されていないとさ： 

次の画面び表示されます。 



① r 384 Kbps 」 を選択し、[最適化を巧う] 
をクリック 

感最適化ずるダイヤルアップを選お ► [実行] 
をクリック 

システム設定とダイヤルアップ設定のそれ 
ぞれの最適化び実行されます。 

■ システム設定が最適化されているとさ： 

次の画面び表示されます。内容を変更する場 
台はチェック欄を変更し[システム設定]を 
ク U ックしてください。 


[Windows 2000の場合] 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動 （* P 日) 
► [ W - TCP 設定]をクリック 

■ タスクトレイか6起動：^^!をクリック 

2 撮適化を巧う]をクリック 

3 画面に従ってパソコンを再起動する 

• 設定した内容は再起動後に有効になります。 


最適化をお除ずる 


• 己 4 K データ通信を行ラ場合や、 FOMA 端末 L ソがで 
通信を巧ラ場合は、最適化を解除してください。 


Windows XP の場さ i 
1 FOMA PC 設定ソフトを起動 （* P 日） 
► [ W - TCP 設定]をクリック 

■ タスクトレイから起動：过!をクリック 

2 最適化をおおする接続巧のチェックを 
がす ► [システム設定]をクリック 

• 3.日 Mbps 用に最適化されている場合は、接続 
先を個別に選択でさません。[システム設定]を 
ク IJ ックしてください。 



3 [はい]をクリック ► [OK] をクリック 

• 384 Kbps 用に最適化されている場合のみ表示 
されまず。 




3 画面に従ってパソコンを再起動 

• 設定した内容は再起動後に有効になりまず。 
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つづく ► 




















































4 [最適化を解除する]をクリック 


を続巧 （ APN ) の設定を巧3 



384 Kbps に最適化されている場合 

5 [ OK ] をクリック 

0 画面に従ってパソコンを再起動する 

• 設定した内容は再起動後に有効になりまず。 


Windows 20 0 D の場さ i 
1 FOMA PC 設定ソフトを起動 （ fP 日) 
► [ W - TCP 設定]をクリック 

■ タスクトレイから起動：をクリック 

2 [最適化を解おする]をクリック 

3 画面に従ってパソコンを再起動する 

• 設定した内容は再起動後に有効になりまず。 


接続巧 ( APN ) を設定ずる 


パケット通信を行ラ墙合の接続先 （ APN ) を設定し 
まず。 

接続先 ( APN ) は最大10件設定でき、登録番号 （ cid ) 
の！〜10に登録して管理しまず。 

お買い上げ時、 cid ] には 「 mopera . ne . jp 」、 cid 3 に 
は 「 mopera . net 」 が設定されています。 

• 設定を行う前に FOMA 端末とパソコンが正しく 
接続されていることを確認してください。 ♦ P 4 
• mopera U / mopera L ソ外の接続巧 （ APN ) に 
ついては、プ□バイダまたはネットワーク管理者 
にお問い合わせください。 

Windows XP の場を 

1 FOMA PC 設定ソフトを起動 （* P 日） 
► [接続巧 （ APN ) 設赶をクリック 

「 FOM 冉端末設定取得」画面び表示されます。 

2 [ OK ] をクリック 

FOMA 端末に登録されている「接続先 CAPN ) 
情報」を読み込みまず。 



■ 接続先 ( APN ) を追加ずる：[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続巧 （ APN ) を編集または修正 
ずる：巧象の接続先 ( APN ) を一覽から選択 
► [編集]を夕 U ’" 夕 

■ 登録済みの接続巧 ( APN ) を削除ずる：対象 
の接続先 （ APN ) を一覽から選択 ► [削除] 
をク U ック 

• cid ] と cid 3 に登録されている接続先は削 
除でをません （ cidl または cid 3 を選択し 
て悄 U 除]をク U ックしてち、実隙には削 
除されず、元に戻ります)。 

■ ファイルへ保巧ずる：「ファイル」一「名前を 
付けて巧巧」または r 上書さ保存」をクリック 

• FOMA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設 
定のバックアップを取ったり、編集中の接 
続先 （ APN ) 設定を保存するときに利用し 
ます。 

■ ファイルから読み込む：「ファイル J 一「開 
ぐ」をク U ック 

•パソコンに保存された接続先 （ APN ) 設定 
を再編集したり、 F 曰 MA 端末に書さ込んだ 
じするとさに利用しまず。 

■ FOMA 端末か6接続巧 ( APN ) 情報を読み込 
む：「ファイル」一 fOMA 端末から設定を取 
得」をクリック 

FOMA 端ホに手動でアクセスし、登録された 
接続先 （ APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末へ接続先 ( APN ) 情報を書き込む： 
[ FOMA 端末へ設定を書さ込む]をクリック 
表おされている接続先 （ APN ) 設定び FOMA 
端末に書を込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成ずる： 

① 追加 • 編集された接続巧 ( APN ) を 選 巧 ► 
[ダイヤルアップ作成]をクリック 
「 FOMA 端末設定書を込み」画面び表おさ 
れます。 

感 [はい]をクリック ► [0 K ] をクリック 

「パケット通信巧ダイヤルアップの作成」画 
面び表示されます。 

③ 任意の接続名を入力 ►[アカウント •パス 
ワードの設定]をクリック 
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つづく ► 



























@ ユーザー名とパスワードを入力 ►[ OK ] を I 
クリック 

• mopera U / mopera の場合は空欄でち: 

接続でをます。 ， 

• 「使用可能ユーザーの選択」で「すべての' 
ユーヴー」を選択すると Windows に□グ 
オンでさるすベてのユーヴーびこの接続 
を利用でさまず。 

•ご利用のプ□パイダなどから、 IP および 
DNS 情報の設定び指示されている場合 
は、「パケット通信巧ダイヤルアップの作 
成」画面で[詳細情報の設定]をク IJ ッ 
クし、必要な情報を登録後、 [0 K ] をク 
U ックしてくださレ。 

⑥ [0 K ] をクリック ► [0 K ] をクリック 

霞 [ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリッ 
ク 

上書をするかどラかの確認画面び表おされ 
ます。 

③[はい]をクリック ► [0 K ] をクリック 

おしらせ 

♦接続先 ( APN ) 設定は FOMA 端末に登録される情報 
のため、異なる FOMA 端末（故障修理により交換さ 
れた端末など）を接続する場合は、 APN を登録し直’ 
してください。 I 

♦パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利 I 
用ずる場合は、同じ APN の登録番号 （ cid ) を FOMA : 
端末に登録してください。 i 


FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ^ール 
ずる 


操作の前に、必ず「インストール-アンインス1'一 
ル前のま意点」をお読みください。 * P 3 


アンインストールを実巧する前に I 

タスクトレイの过!をちクリックし、「常駐させない」 
をクリックして、 「 W - TCP 設定」の常駐を解除して 
ください。 


アンインストールずる 1 

@ Windows XP の場台 

1 [スタ ート] 一ロント □—ルパネル J 一 
[プ□グラムの追加と削除]をクリック 

a Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「設定」一 r コント□—ルバ 
ネル J をクリック 

感[アプリケーションの追加と削除]をダブル 

ク、 J ック 

2 「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフ 
hJ を選が ► [を更と削除]をクリック 

3 削おするプ□グラムちを確認して[は 
い]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトのアンインス I -ールを開始 
します。 

■ rw-Tcp 最適化 J を解除ず る： 

W-TCP び最適化されている場合は確認画面が 

表示されまず。 

•通常は[はい]をク U ックして、最適化を 
觸除して < ださい。 

•再起動の確認画面び表示されたら、今すぐ 
再起動するかどラかを選び[完了]をクリッ 
クしまず。 

• rw-TCP 最適化」の解除は、パソコンの再起 
動後に行われます。 


[ OK ] をクリック 
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FOMA PC 設定ソフトを利用しない 
でほ信する 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信/ 
巨 4 K データ通信のダイヤルアップネットワークの 
設定を行う方法について説明しまず。 



接続 ♦PSS (切断* P 24) 


パケット通信の巧続巧 （ APN ) を設定ずる 


設定を行うには、 AT コマンドを入力ずるための通信 
ソフトが必要でず。ここでは Windows 標準添付の 
「 A イパーター S ナル」を使った設定ち法を説明しま 
ず。 

[ お買し、上げ時 ] cidl : mopera.ne.jp 
cid3 : mopera.net 
cid2 、 4〜10 :未登録 

Windows XP の場を 

I パソコンと FOMA 端末を接続する 
• P 3 


2 [スタート] 一 r すべてのプ□グラム J 一 
r アク七サ UJ 一 r 通信 J 一 rA イパーター 
ミナル J をクリック 

• Windows 2000の場台は、「ずべてのプ□グラ 
ム」び「プ□グラム」と表示されます。 

3 r 名前 J に接続巧ちなど任意の名前を入 
力 ► [ OK ] をクリック 



A r 電話番号 J に実巧しない電話番号 （roj 
など）をお入力し、 r 接続方法 J か S 
[FOMA D 903 U を 選が^ [ OK ] を 

ク IJ ック 

• 市が局番は接続先 CAPN ) の設定とは関係あり 
ませんので、変更不要です。 



5 接続画面び表おされた S [キャンセル] 
をク U ツク 


17 


つづく ► 













































接続巧 （APN) を入力 ►回を 巧す 


‘ 「 AT + CGDC 日 NT 二く cid >， " PPP ", 。冉 PN " 」 
の形式で入力します。 


< cid > 


2、4〜10の任意の番号を入力します。 


" PPP " : そのまま " PPP " と入力します。 
" APN " : 接続先 （ APN ) を""で囲んで入力し 


ます。 



rOKJ と表おされれば、接続先 （ APN ) の設定 
は完了です。 


接続巧 (APN) と登歸を号 (Cid) について] 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端ホの登録 
番号 cidl 〜10に設定でをまず。お買い上げ時 、 cidl 
には rmopera . ne . jp 」、 cid 3 には 「 mopera . net 」 び 
登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN な 
どに接続する場合は、 cid 2、 4〜10に接続先 ( APN ) 
を登録して < ださい。 

•接続先 （ APN ) については、プ□バイダまたは 
ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

• 接続先の設定は、パケット通信用の電話櫃登録と 
考え日れます。接続先の設定項目を FOMA 端末電 
話振と比較すると、次のようになります。 


接続巧の設定項目 

FOMA 端末電話帳の 
登録項目 

登録番号 （cid) 

登録番号（；>^モ|」ま号） 

APN 

相手の電話番号 


• 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続 
番号となります。 


■ 接続先 ( APN ) 設定をリセットずるとき： 
AT + CGDC 0 NT = 口 

ずべての cid を U セットしまず。 

• < cid >二1と3はお買い上げ時の設 
定に戻り、< cid >二2、4〜] 〇の設 
定は未登録になります。 

AT + CGDCONT = く cid > 回 

特定の cid を U セットします。 

■ 接続先 ( APN ) 設定を確認ずるとさ： 
AT + CGDCONT ? 回 

■ AT コマンドを入力してち画面に表示されない 
とき： ATE 1 回 

. 詳細27 

roKj と表おされていることを確認し、 
r ファイル J 一 r 八イパーターミナルの 
終了 J をクリック 

•「現在、接続されています。切断してちよろし 
いですか？」の表示後に[はい]をク U ックし 
ます。 

• rxxx " と名前付けされた接続を保存しまずか 
?」の表示禮に[いいえ]をク U ックします。 


巧信若ま号の巧知/巧通知を設定ずる 


発信者番号はお客様の大切な情報なので、通知ずる 
際には十分にごま意 < ださい。 

• mopera U / m 叩 era をご利用になる場合は、「通 
知」に設定しまず。 

|_お巧い上げ時I設定なし 

d ) Windows XP の場合 

1 「パケット通信の接続巧 (APN) を設定 
する J の操作1〜5を巧5が口！ 7 

2 パケット通信時の発信省ま号の通知 
(1 日色）/巧通知(184)を設定 

「AT * DG 円 R 二く n >」の形式で入力します。 

AT ホ DG 円 R=1 回 

パケット通信確立時、接続先 （ APN ) に 
riS 4」 を付けて接続します。 

AT * DG 円 R=2 回 

パケット通信確立時、接続先 （ APN ) に 
「186」を付けて接続します。 

■ AT コマンドを入力してち画面に表示されない 
とき： ATE1 回 
. 詳細 itP 27 


3 roKj と表示をれていることを確認し、 
[ファイル] 一 TA イパーターミナルの 
終了 J をクリック 

• 「現在、接続されていまず。切断してをよろしい 
ですか？」の表示後に[はし'0をク U ックします。 
• rxxx " と名前付けされた接続を保存しますか 
?」の表示後に[いいえ]をク I 」ックします。 
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つづく ► 





















■ ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設 
定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先 
の番号に「186」（通知）/「184」（非通知）を 
付けられます。 

AT * DG 円 R コマンド、ダイヤルアップネットワー 
クの設定の両方で 「186」循知）/「184」（非 
通知）の設定を行った場合、発信者番号の通知/非 
通知はなのよラになります。 


* DGP 旧コマンドによる 
知'''ま随知設定 

ダイヤルアップネッ 

ワ-クの誠(く加 >=3 の場合)^^ 

snt 

巧 

定 

な 

し 

非 

通 

知 

通 

知 

本 99 本本ホ 3# 

通知 

非通知 

通知 

184 本 99 ホ本本 3# 

非通知 

186 ホ 99 ホ本本 3# 

通巧 


•AT * DGP 旧コマンドによる通知/非通知設定 
を「設定なし」に戻すには 、 「AT * D 日 P 旧二0」 
と入力して < ださい。 


Windows XP で設定ずる 


接続巧を設定する I 

1 [スタート] 一「すべてのプログラム J 一 
r アク七ヴ IJJ 一 r 通信 J 一 r ネットワー 
ク接続 J をクリック 

「ネットワーク接続」画面び表示されまず。 

2 r ネットワークタスク J の「巧しい接続 
を作成する J をクリック 

「新しい接続ウィヴード」画面び表示されます。 

3 [巧へ]をクリック 

ネットワーク接続の種類を選おする画面び表示 
されまず。 

n 「インターネットに接続する J を還が ► 
[巧へ]をクリック 

準備画面び表示されます。 

5 r 接続を手動でセットアップする J を還 
巧 ► [巧へ]をクリック 

インターネット接続画面び表示されます。 

6 r ダイヤルアップモデムをほ用して接続 
ずる J を選が ► [巧へ]をクリック 

デパイスの選択画面が表示されます。 

• インス I -ールされているモデムび1台しかない 
場を、デバイスの選択画面は表示されません。 
操作8へ進みます。 


7 「モデムー FOMA D 903 i 

( COMx ) &を選が ► [次へ]をク 
U ック 

• 「モデムー FOMA D 日 03 i ( COMx ) 《]」のみ 
チェックび入っていることを確認してくださ 
い。 

&1 : COMx の X はお使いのパソコンによって異な 
ります。 

デ"ィス姑巧 

苗活こ宙スを这巧 L 5 す。 I 3 y]l 


] ンむ一も比:巧 M 做イかげけテ VH ス邪明ます。 
こ饼^はミ用3なバィス妨巧?を 



0 r 電話ま号 J に接続巧のま号（半ち）ち 
入力 ► [巧へ]をクリック 

■ パケット通信の場合： 

* 日日*** く cid >#を入力します。 

• く cid > には、「パケット通信の接続先 ( APN ) 
を設定する」 （* P 17) で登録した cid 番号を 
入力します 。 mopera U は*日9***3#、 
mopera は*日日***] #となります。 

■ 色 4 K データ通信の場合： 

接続先の電話番号を入力します。 

• mopera U は* 87日1、 mopera は* 9601 
を入力します。 



n risp ち J に任意の接続ちを入力 ►[巧 
へ]ちクリック 
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10 ち項目を設定 ► [次へ]をクリック 

• 接続先び mopera U / mopera の場合は、「ュー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
については空欄でち接続でさます。他の項目は 
必要に応じて設定します。 


新しい巧居ウィサード 



11 [竞了]をクリック 

12^ 定内容を確認して[キャンセル]をク 

•ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを 
行レます。 


TCP / IP プ^トコルを設定ずる] 

1 作成した接続巧を選が ►!" ファイル J 一 
「プロパティ J をクリック 



2 [を瓶]タブのち項目の設定を確認 

• 複数のモデムびインストールされている場を 
は、「接続方法」の「モデムー FOMA D 903 i 
〔 COMx ) ぷ1」を選択します。 

• 「モデムー FOMA D 903 i ( COMx ) &]」のみ 
チェックび入っていることを確認してくださ 
い。 

《1: C 日 Mx の X はお使いのパソコンによって異 
な0ます。 


• r ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にしま 
す。 



3 [ネットワーク]タブをクリック ►各項 

目の設定を確認 

•「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 
rPPPiWindows 9已/目 8/ NT 4/2000, 
Internet 」 に設定しまず。 

•「この接続は次の項目を使巧します」は、「イン 
ターネットプ〇トコル CTCP / IP ) J だけを 選 
択します。「曰 oS パケットスケジューラ」は変 
要できませんので、そのままにして<ださい。 



[設定]をクリック 
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5 すべての項目を巧還お （□) にして 
[ OK ] をク U ック 

接続先のプ□パティ画面に戻ります。 



0 [ OK ] をクリック 


Windows 2000で設定ずる 


接続巧を設定する I 

1 [スタート] 一「プログラム J 一 r アク 
七ヴ ijj 一 r 通信 J 一 r ネットワークと 
ダイヤルアップ接続 J をクリック 

「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面が表 
おされます。 

2 [巧しい接続の作成]ちダブルクリック 

「所在地情報」画面び表示されます。 

•この画面は[新しい接続の作成]を初めてダブ 
ルク U ックしたとをに表示されます。2回目 L ツ 
降の場合は、操作已へ進みます。 

3 r 巿か局番 J を入力 ► [ OK ] をクリック 

「電話とモデムのオプション」画面び表示されま 
す。 

Q [ OK ] をクリック 

「ネットワークの接続ウィヴード」画面び表おさ 
れます。 

5 [巧へ]をクリック 

ネットワーク接続の種類を選おする画面び表示 
されます。 

6 「インターネットにダイヤルアップ接続 
ずる J を選が ► [巧へ]をクリック 

「インターネット接続ウィヴード」の開始画面び 
表示されます。 

7 「インターネット接続を手動で設定する 
か、または□—カルエリアネットワーク 
( LAN ) をほって接続します J を選が ► 
[巧へ]をクリック 

インターネット接続の設定選択画面び表示され 
ます。 


Q 「電話回線とモデムをほってインター 
ネットに接続します J を還が ► [巧へ] 
をク IJ ック 

モデムの選択画面び表示されます。 

• 複数のモデムびインス I -ールされていない場 
合、この画面は表示されません。操作]0に進 
みます。 

g r インターネットへの接続にほ5モデム 
を選択する J び FFOMA D 903 ij に設 
定されていることを確認して[巧へ]を 
ク U ック 

インターネットアカウントの接続情報画面び表 
示されます。 

•「FOMA D 903 iJ に設定されていない場合は、 
「 F 0 MAD 9 日 3 i 」 に設定してください。 

1 Q ^電話ま号 J に接続巧のま号（半ち）を 
’ 入力 ► [詳細設定]をクリック 

• r 市が局番とダイヤル情報を使ラ」を非選択 
(厂） にします。 

■ パケッ ト 通信の場合： 

* 日9 * * * く cid >#を入力します。 

• く cid > には、「パケット通信の接続先 ( APN ) 
を設定する」 OP 17) で登録した cid 番号 
を入力します 。 mopera U は* 99 * * * 3 
#、 mope 「 a は* 9日***1#となりまず。 

■ 64 K データ通信の場合： 

接続先の電話番号を入力します。 

• mopera U は*8701、 mopera は*9601 
を入力します。 
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11 [接続]タブの各頂目を w 下のように設 



12 [アドレス]タブをクリック ► 各項目を 
W 下のよ5に設定 



13 [ OK ] をク U ック 

インターネットアカウントの接続情報画面に戻 
0まず。 

[巧へ]をクリック 

インターネットアカウントの□グオン情報画面 
び表示されます。 

151" ユーザーち J と「パスワード J を入力 
► [巧へ]をクリック 

• 接続先び mopera U / mopera の場合は、「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でち接続 
でをまず。入力されていないことを確認する画 
面び表示されたら、[はい]をク U ックしまず。 


Igr 接続ち J に任意の接続ちを入力 ►[次 
へ]をクリック 



lyr いいえ J を選択 ► [次へ]をクリック 



18 [竞了]をクリック 

「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻 
0ます。 


TCP / IP プ□トコルを設定ずる I 

1 作がした接続巧アイコンを還択 ►(■ファ 
イル J 一 r プ□パテイ J をクリック 


1 II 川 1 11 .iDlxl 

I フ7"<ルの沿をお M 6历こ入り W ク-ルの i: 頒巧の > ヘルフ祉 imi 

巧 a む 

It ま甘巧ルタ也を y 。固" 

新 W 職邮 .. 

北一®け広の 

ィャル？。フ巧巧 zi 

量た黃 

R しい巧巧の 曲四 il □-かレエり7 

けけけ® — 撇 

シ3 - 卜か卜かか5田 
刖な必 
を tt® 壬夏が） 

因化の 


な巧9イでルバゥフ W 巧 

1がを巧が 


妈，法がさ〇なフジだ卜のブ山げ巧お?.はす。 ‘ 


2 [を破]タブの各項目の設定を確認 

• 複数のモデムびインス I -ールされている場合 
は、「接続の方ま」の「モデムー FOMA D 903 i 
( COMx ) 》1」を選択します。 

モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項 
目び初期化されますので、再度接続先電話番号 
を入力して < ださい。 
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[ OK ] をクリック 


• 「モデムー FOMA D 目03 i ( COMx ) & ]」のみ 
チェックび入っていることを確認してくださし、。 
《1: COMx の X はお使いのパソコンによって異 
な0ます。 

• r ダイヤル情報を使う」を非選択（厂）にします。 



3 [ネットワーク]タブをクリック ►さ 項 
目の設定を確認 

•「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 
「 PPP : Windows 9己/ 98/ NT 4/2000, 
Internet 」 に設定します。 

• コンポーネントは「インターネットプロトコル 
( TCP / IP )」だけを選択します。 



[設定]をクリック 

5 すべての I 頁目を巧還択 （ r ) にして 
[ OK ] をクリック 

接続先のプ□パティ画面に戻ります。 



プ接続ずる 


パケット通信/日 4 K データ通信のダイヤルアップ接 
続を行ラち法について説日月しまず。 


Windows XP の場合 

1 FOMA 端末とパソコンを接続する 
• P 3 

2 [スタート] 一 r すべてのプログラム J 一 
r アク七ヴ IJJ 一 r 通信 J 一 r ネットワー 
ク接続 J をクリック 

「ネットワーク接続」画面び表示されまず。 

■ Windows 2000の場合： 

①[スタート] 一「プ□グラム」一「アクセサ 
リ J 一「通信」一「ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続」をクリック 

3 接続巧をダブルクリック 

斗 各項目を確認して[ダイヤル]をクリック 

•「ダイヤル」または「電話番号」には、ダイヤ 
ルアップネットワークに設定した接続先の蚕 
号び表示されます。 

• 接続先び mopera U / mopera の場合は、「ユー 
ヴー名」「パスワード」については空欄でを接続 
でをます。 



パスワ-ドの I 

□'を源織謝るとき刪るをめ一をとパのード 



ここ_：こ1‘ゴ_1—ヴで!^^了べつ 


ダイヤルの： [*99***3# 


3 


[ ダイザル必11キザンたル ] Iフロバテイり）〕IヘルプがI 
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通信を切がずるには] 

ブラウザを終了しただけでは切断されない場合があ 
りまず。確実に切断ずるには、次の操作を行ってく 
ださい。 

1 タスクトレイの巧をクリック 
2 [切勘]をク U ック 



■ AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで F 曰 M 冉端末を操作する場をは、パ 
ソコンをター S ナルモードにしてください。 

ター S ナルモードとは、パソコンを1台の通信端 
末（ターミナル）のよラに動作させるモードです。 
キーボードから入力した艾字が通信ポートに接続 
されている機器や回線に送られます。 

• オフラインモード 

FOMA 端末が；寺受の状態です。通常 AT コマンド 
で FOMA 端末を操作ずる場含は、この状態で行 
いまず。 

• オンラインデータモード 
FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のと 
をに AT コマンドを入力ずると、送られてをた文 
字をそのまま通信先に送信して、通信先のモデ 
ムを誤動作させることびありまず。通信中は冉 T 
コマンドを入力しないで < ださい。 

• オンラインコマンドモード 
FOMA 端末び通信中の状態でち、 AT コマンドで 
FOMA 端末を操作でをる状態です。その場合、 
通信先との接続を維持したまま AT コマンドを 
実行し、終了すると再び通信を続けられます。 


オンライン データモー ドとオンライン コマ 
ンドモードを切0替える 


AT コマンド 


AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の甚機 
能を設定するためのコマンド（命令）でず。 
FOMA 端末は、 AT コマンドに準拠しさ引こ拡張 
コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポート 
しています。 


AT コマンドについて 


■ AT コマンドの入力お式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に 「 AT 」 を付け 
て入力します。半角英数宇で入力してください。 
次に入力例を示します。 

ATD ホ 日日 ホホホ 3# 回 
コマンド パラメータ I Enter キーを押します 
AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字 
や記号）を含めて、]行で入力します。1行とは 
最初の文字から回を押した直前までの文字のこ 
とで、160文字 （「 AT 」 含む）まで入力でをます。 


FOMA 端末をオンラインデータモードからオンライ 
ンコマンドモードに切り替えるには、次の方まがあ 
ります。 

•「+++」コマンドまたは巧2」レジスタに設定し 
たコードを入力しまず。 

• rAT&DlJ に設定されているときに、 RS-232C’XJ 
の ER 信号を日 FF にします。 

オンラインコマンド モー ドからオンラインデータ 
モードに切り替えるには、 「 AT 0 回」と入力します。 

&1: USB インタフエースにより、 RS -232 C の信号線 
びエミュレートされていまずので、通信アプリ 
ケーシヨンによる RS -232 C の信号線制御び有効 
になります。 
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AT 37 ン 



•AT コマンド入力時に、使用している PC や通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力してち 
「\」と表示される場合があります。 

• FOMA 端末の電源を切 5 ずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことがあります。 
• ここで説明するのは FOMA D 白 03i Modem Port で使用でをる AT コマンドです。 


《1: AT & F コマンドで設定が初期化されます。 

※吕： AT & W コマンドで FOMA 端末に記憶でさ、 ATZ コマンドで復元でさまず。 
「なし J :表示コマンド、テストコマンドがない AT コマンドです。 

[] :省略でさる パラメータ でず。 


コマンド 

概要•パラメータ 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを rverx . xxj の形式で表おします。 

1例 

設定1 AT%V 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

AT & C [ n ] 

DTE への回路 CD 信号の動作条件を選択します。 

n 二0:回路 CD 信号を常に日 N にします。（パラメータ省略時） 

n 二1:回路 CD 信号は相手モデムの巧態に従って変化します。（お買い上げ時） 

《 1、 《 2 1 例 

設定1 ATSC 1 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATSD [ n ] 

オンラインデータモードの墙合に、 DTE から受け取る回路 ER 信号が ON から OFF に変わったとき 
の動作を設定します。 

n 二 0: ER 信号の状態を無視します（常に ON )。 （バラ夕省略時） 

n 二1 : ER 信号び ON から OFF に変わるとオンラインコマンドモードになります。 

n 二 2: ER 信号び日 N から日 FF に変わると回線を切断し、オフラインモードになります。（お買い上げ時） 

&1、 《 2 1 例 

設定 | ATSD ] 1表示1なし 1テスト1なし 

AT & E [ n ] 

接続時の速度表お仕様を選おします。 

ATX コマンドび n 二0け外の場合に有効です。 
n 二0 :無撤区間通信速度を表示します。 

n 二]:パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示します。（お買い上げ時） 

《 1、 《 2 1 例 

設定 IATSE 1 1表示1なし 1テスト1なし 

ATSF [0] 

FOMA 端末をお買い上げ時の巧態に戻します。着信中に実行ずると、着信には影響をちえずに、 
FOMA 端末をお買い上げ時の状態に戻します。通信中は通信を切断 （「NO CARRIER 」 を表示）し 
てからお買レ上げ時の巧態に戻します。 

1例 

設定1 ATSF 0 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

AT & S [ n ] 

FOMA 端末の出力する DR 信号の制御を設定します。 
n 二0:常に曰 N にします。（お買い上げ時、バラメータ省略時） 
n 二1:回線接続時に DR 信号を曰 N にします。 

《 1、 《 2 1 例 

設定1 ATSS 0 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATSW [0] 

現在の設定値を FOMA 端末に書さ込みます。 

1例 

設定1 ATSW 0 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

AT ホ DANTE 

電波の強さ（受信レベル）を「* DANTE : m 」 の形式で表をしまず。 
m 二0:圏外 m 二1〜 3: F 0 MA 端末に表おされるアンテナの本数 （ m 二1:0本または1本)。 

1例 

設定 1 AT * DANTE | 表お | AT * DANTE ? | テスト | AT * DANTE 二？ 

AT * DGANSM=n 

バケツ h 着信呼に対して、着信拒否、着信許可を設定します。 

n 二0:着信拒否設定と着信許可設をを日 FF にします。（お買い上げ時） 

n 二1:着信拒否設定を ON にします。 n 二と着信許可設定を ON にします。 

1例 

設定 1 AT * DGANSM 二曰 | 表示 | AT * DGANSM ? | テスト | AT * DGANSM 二？ 

AT * DGAPL = n [， cid ] 

バケツト着信呼に対して、着信を許可ずる接続先 ( APN ) を設定します。 APN は r + CGDCONT 」 で 

定義された cid y くラメータを使用します。 

n 二 0: cid で定義された APN を着信許可リストへ追加します。 

n 二 l : cid で定義された APN を着信許可 U ストから削除します。 

cid パラメータを省略ずると、すべての cid を追加または削除します。 

1例 

設定 1 AT * DGAPL 二0,1 1 表示 1 AT * DGAPL ? | テスト | AT * DGAPL 二？ 

AT * DGARL = n [， cid ] 

バケツト着信呼に対して、着信を拒否する接続先 ( APN ) を設定します。 APN は 「+ CGDC 曰 NT 」 で 
定義された cicU (ラゾータを使用します。 
n 二日: cid で定義された冉 PN を着信拒否 U ストへ追加します。 
n 二 l : cid で定義された冉 PN を着信拒否リストから削除します。 
cid " ラメータを省略ずると、ずべての cid を追加または削除します。 

1 例 

設定 AT キ DGARL 二0,1~~表ぉ AT ホ DGARL ? テスト AT ホ DGARL 二? 
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コマンド 

概要•パラメータ 

A い DGP 旧 =n 

バケット通信時の番号通知、非通知を設定します。発信時、着信時に有効です。 
n = a パケット通信確立時に、 APN をそのまま使用します。（お買い上げ時） 
n = l : パケット通信確立時に、 APN に「184」を付けます。 
n 二2:バケット通信確立時に、 APN に「186」を付けます。 

1例 

設定1 AT キ DG 円 R 二曰 1表示1 AT * DGPIR ? |テスト| AT * DG 円 R 二？ 

AT ホ DRPW 

貴信電力指標を「* DRPW : m 」 の形式で表おします。 m : 〇〜7已 

1例 

設定1 AT * DRPW 1表示1なし 1テスト1 AT * DRPW 二？ 

+++ 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切0替えます。エスケープ 
ガード区間は、1秒間の固定でず。 

1例 

設定1 +++ 1表ち1なし 1テスト1なし 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表おします。 '•- P 29 

1例 

設定1 AT+CEER 1表示1なし 1 テスト 1 AT + CEER 二？ 

AT+CGDCONT 

バケット通信時の接続先 ( APN ) を設をします。 * P 2 白 

AT+CGEQMIN 

バケット通信確立時に、ネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容ずるかどラか 
の判定基準を登録します。 .•- P 29 

AT+CGEQREQ 

バケット通信の発信時にネットワークへ要まする QoS (サービス品質）を設をしまず 。 'PSO 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージヨンを1日巧の数字で表示しまず。 

1例 

設定1 AT+CGMR 1表示1なし 1 テスト 1 AT + CGMR 二？ 

AT+CGREG=[n] 

ネットワーク登録状態を通知するかどラかを設定します。通知される内容は、圏内または圏外です。 
n =0: 通知しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n 二1:通知しまず。 「+ CGRE & n , stat 」 の形式で通知されます。 

stat 二0:圏外 stat 二1:圏内 （ home ) stat 二4:不明 stat 二已：圏内 （ visitor ) 

《1、《2 1例 

設定 1 AT + CGREG 二] 1 表お 1 AT + CGREG ? | テス | AT + CGRE 白二？ 

AT+CGSN 

FOMA 端まの製造番号を表おします。 

1例 

設定1 AT+CGSN 1表示1なし 1 テスト 1 AT + CGSN 二？ 

AT+CLIP=[n] 

64 K データ通信の着信時に、相手の発信者番号をバソコンに表おします。 
n 二0:表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l :表术します。 

AT + CUP ? を入力ずると、 「+ CUP : n , m 」 び表示されます。 

m =0: 発信時に相手に発信ちま号を通知しないネットワーク設定 
m 二1:発信時に相手に諾信者番号を通知するネットワーク設定 m 二を不明 

《1、《2 1例 

設定 1 AT+CUP 二曰 1 表お 1 AT + CLIP ? 1 テスト 1 AT+CUP 二？ 

AT+CLIR=[n] 

64 K データ通信の発信時に、電話番号を相手に通知ずるかどラかを設定します。 
n = a サービス契約の設定に従います。（パラメータ省略時） n = l : 通知しません。 
n 二2:通知しまず。（お買い上げ時） 

AT + CUR ? を入力ずると、 「+ CUR : n . m 」 を表示します。 

m = ひ CUR び起動していません。（常時通知） m = l : CUR び起動しています。（常時非通知） 
m 二2:不明 m 二 3: CUR テンポラリーモード（非通知デフオルト） 
m 二 4: CUR テンポラ U - モード（通知デフオルト） 

1例 

設定 1 AT + CUR 二0 1 表示 1 AT + CLIR ? I テスト I AT + CUR 二？ 

AT+CMEE=[n] 

FOMA 端末のエラーレポートの形式を設定します。 * P 2 日 
n 二0: 「 ERROR 」 を表おします。（お買い上げ時、バラメータ省略時） 
n 二1 : 「+CME ERROR : XXXX 」 の形式 （ xxxx は数字）で表示します。 
n 二2: r+CME ERROR : xxxx 」 の形式 （ xxxx は文字）で表示します。 

《1、 《 2 1例 

設定 1 AT+CMEE 二0 1 表示 1 AT + CMEE ? 1 テスト 1 AT+CMEE 二？ 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表示します。 r + CNUM ;, '' numbertypej の形式で表示します。 
number : 電話ま号 

type 二に 日：「+81」を表示しません 。 ty 阳二 14己：「+81」を表おしまず。 

1例 

設定1 AT+CNUM 1表示1なし 1 テスト 1 AT + CNUM 二？ 

AT+CR=[n] 

回線接続時に 「 CONNECT 」 が表示される前に、通信の種別（パケット通信または巨 4 K データ通 
信）を表示するかどラかを設定します。 
n 二日:表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n 二1:表示しまず。 r + CR : servJ の形式で表示します。 

serv 二 SYNC :64 K データ通信 serv 二 GPRS : バケット通信 

《1、 《 2 1例 

設定 1 AT+CR 二0 1 表示 1 AT + CR ? 1 テスト 1 AT+CR 二？ 

AT+CRC=[n] 

着信時に + CRING : type の U ヴルトコードを使用ずるかどうかを設定します。 
n 二 0:+ CRING : type のリザルト〕ードを使用しません。（お買い上げ時、バラメータ省略時） 
n = l ;+ CRING : type の U ザルトコードを碟用しまず。応答例はな下のとおりです。 

パケツト通信 … + CRIN 白:白 PRS " PPP "，，，“ mope 旧. net " 

已 4 K データ通1言… + CRING : SYN 巳 

《1、 《 2 1例 

設定 1 AT + CRC 二0 1 表示 1 AT + CRC ? I テスト I AT + CRC 二？ 
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コマンド 

概要•パラメータ 

AT+CREG=[n] 

圏内/圏外情報を表おするかどラかを設定します。 

n =0: 表示しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） n = l : 表おします。 

AT + CRE 白？を入力すると、 r + CREG : n , statJ の形式で表ちします。 

stat 二旺圏外 stat 二1:圏内 （ home ) stat 二4:不明 stat 二已：圏内 （ visitor ) 

《1、《2 1例 

設定 1 AT+CREG 二0 1 表お 1 AT+CRE 白？ 1 テスト 1 AT+CRE 白二？ 

AT+GMI 

FOMA 端まの製造含社名を表おします。 

1例 

設定1 AT+GMI 1表示1なし 1 テスト 1 AT + GMI 二？ 

AT+GMM 

FOMA 端末名を表おします。 

1例 

設定1 AT+GMM 1表示1なし 1 テスト 1 AT + GMM 二？ 

AT+GMR 

FOMA 端末のくージョンを表示します。 

1例 

設定1 AT+GMR 1表示1なし 1 テスト 1 AT + GMR 二？ 

AT+IFC=[n.[m]] 

バソコンと FOMA 端末間の□ーカルフ□一制御ち式を設定します。 

口は DCE by DTE の制御を設定します。 

n =0: フ□—制御しません。 n = l : XON / XOFF フ□—制御します。 
n 二 2: RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御します。（お買い上げ時） 
m は DTE by DCE の制御を設定します。省略ずると DCE by DTE と同じ入力値になりまず。 
m =0: フ□一制御しません。 m = l ; XON / XOFF フ□—制御します。 
m 二 2: RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御しまず。（お買い上げ時） 

パラメータをすべて省略すると、 AT + IFC 二2,2になります。 

《1、《2 1例 

設定 1 AT + IFC 二 2.2 1 表示 1 AT + IFC ? I テスト I AT + IFC 二？ 

AT+WS4 巨 =[22] 

発信時に FOMA 端末び硬巧する無線ネットワークを設定します。 

《1、《2 1例 

設定 1 AT + WS 46 二22 | 表示 | AT + WS 46? 1 テスト 1 AT + WS 46 二？ 

ATA 

バケット通信、日 4 K データ通信の着信時に着1言処理をします。バケット着信中には次のコマンドび 
入力でをます。 

ATA 184: 発信ちま号通知なし着信 ATA 1 8垃発信ち番号通知あり着信 

1例 

設定1 ATA 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

A/ 

直前に実行したコマンドを再実行します。 

1例 

設定1 A / 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATD 

バケット通信または 64 K データ通信の発信をしまず。 

■バケット通信.- .「 ATD キ日日*キ * cid #」 の形式で入力します。 cid パラメータを省略すると、 cid 二] 
になります。 

rATD184 * 日日」で始まる形式で入力した場合、指定した cid パラメータの APN に対して184 
(発信ちま号通知なし）び付加されます （18 巨でち同様でず)。 

•64 K データ通官- 「 ATD 電話ま号」の形式で入力します。 

-リダィヤル発信… 「 ATDL 」 または 「 ATDN 」 の形式で入力します。 

1例 

設定1 ATD 電話番号 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATE[n] 

バソコンから送信された文字をエコーバックします。 
n 二0:エコーバックしません。（パラメータ省略時） 
n 二1:エコーバックしまず。（お買い上げ時） 

《1、《2 1例 

設定1 ATE 0 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATH 

通信を切断します。 

1例 

設定1 ATH 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATI[n] 

認識コードを表示します。 

n 二0 : 「NTT DoCoMo 」 と表おしまず。（パラメータ省略時） 

n 二1: FOMA 端末の機種名を表あします。 n 二を FOMA 端末の J ジョンを表おします。 

1例 

設定1 ATI 0 1表を1なし 1 テスト 1 なし 

ATO 

オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに移行します。 

1例 

設定1 AT 0 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATQ[n] 

バソコンに U ヴルトコードを表示するかどラかを設定します。 

n=a U ヴルトコードを表示します。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 

n 二1:1」ザルトコードを表示しません。 

《1、《2 1例 

設定1 AT 日0 1表示1なし 1 テスト 1 なし 

ATV[n] 

U ザルトコードの表示方法を設定します。 
n =0: 数字で表示します。（パラメータ省略時） 
n 二1:文字で表示します。（お買い上げ時） 

《1、《2 1例 

設定1 ATV 1 1表示1なし 1 テスト 1 なし 
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コマンド 


概要•パラメータ 


ATX[n] 


《2 


ビジートーン検出、ダイヤルトーン検出、通信速度表示を設定します。 


n =0. 
n 二 1 . 
n 二 2. 
n 二 3. 
n =4; 


ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示なし。（パラメータ省略時） 
ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示あり。 

ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出あり、通信速度表示あり。 

ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、通信速度表示あり。 

ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出あり、通信速度表示あり。（お買い上げ時） 


設定い TX 1 


t をぶ I なし 


テストよし 


ATZ 


FOMA 端末の設定を AT & W で記憶させた不揮発メモリの内容に復元します。パケット通信または 
64 K データ通信の着信中に入力したときは、着信には影響を与えずに復元します。通信中に入力す 
ると、通信を切断してか6復元します。 


設定 [ATZ 


^表ぉ ] なし 


[テストをし 


ATSO=[n] 
《 1、《2 


FOMA 端末で自動着信するまでの呼出 （ RING ) 回数を設定します。 
ri =0: 自動着信しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） n = l 〜2己已 


例 


設定 [ ATS 0=0 


] 表示] ATSO ? 


[テストをし 


ATS2=[n] 
《1 


エスケープキャラクタを設定します。 
n =0 〜127 (43: お買い上げ時、日:バラメータ省略時、 


12スエスケープ処理を無効にする） 


設定 [ ATS 2=43 


] 表示 JATS 2? 


^テスト]なし 


ATS3=[13] 
《1 


AT コマンドの夕字列の最後を認識する復帰にのキャラクタを設定します（設定値は変更でさませ 
ん)。エコーバックされた〕マンド文き列とリヴルトコードの最後に付けられます。 


設定 [ ATS 3=13 


] 表示] ATS 3? 


^テスト]なし 


ATS4=[10] 
《1 


改行 （ LF ) キャラクタの設定をします（設定値は変更でをません)。英文字で U ヴルトコードを表示す 
る場合に、復帰にのキャラクタの次に付け6れます。 


例 


設定 [ ATS 4=10 


] 表示] ATS 4? 


^テスト]なし 


ATS 己=脚 
《1 


AT コマンド入力中に、入カバッファの最後のキャラクタを削除するバックスペース旧をキャラク 
夕を設定します（設定値は変更でをません)。 


設定 [ ATS 己=8 


] 表示] ATS 己？ 


テストよし 


ATS 巨 =[n] 




ダイヤルするまでのポーズ時間を設定します。このコマンドを使巧してち、レジスタは設定されます 
び、動作しません。 

n =2 〜10:単位は秒。 （5: お買い上げ時、バラメータ省略時） 


設定 [ ATS 日=己 


] 表示] ATS 日？ 


テストよし 


ATS8=[n] 




カンマダイヤル機能（ポーズ時間）を設定します。このコマンドを使用しても、レジスタは設定され 
ますび、ポーズ時間は3砂で固定です。 

ri =0 〜2己己：単位は秒。 （3: お買い上げ時、0:バラメータ省略時） 


設定 [ ATS 8=3 


] 表示] ATS 8? 


^テスト]なし 


ATS10=[n] 




《2 


自動切断までの遅延時間を設定します。このコマンドを使巧してち、レジスタは言受定されますび、動 
作しません。 

ri = l 〜2己己：単位は1/1日秒。 （1: お買い上げ時、バラメータ省略時） 


設定 [ATS 10= 


] 表示 ] ATS 10? 


^テスト]なし 


ATS30=[n] 




データ乾送びなかった場合、通信を切断するまでの時間を設定します。日 4 K データ通信の場合に有 
効です。 

ri = l 〜2己己:単位は分。 n = C ): 切断しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 


設を] ATS 30=0 


] 表示] ATS 30? 


^テスト]なし 


ATS103=[n] 




着サブアドレスを付けて発信するときの区切りに使う記号を設定します。日 4 K データ通信の場合に 
有効です。 

n =0: *( パラメータ省略時） n = l :/ ( お買い上げ時） n =2:¥ 


設を ] ATS 103=0 


] 表示 ] ATS 103? 


^テスト ] なし 


ATS104=[n] 


発サブアドレスを付けて発信するときの区切りに使う記号を設定します。日 4 K データ通信の場合に 
有効です。 

n =0;# (バラメータ省略時） n = l :% (お買い上げ時） n =2 ぶ 


例 


設京 ] ATS 104=0 


] 表示 ] ATS 104? 


テストよし 


AT¥S 


コマンドの設定内容と S レジスタを表示します。 


設定 [ AT¥S 


jmm ] なし 


^テスト ] なし 


AT¥V[n] 


《2 


接続時に拡張リヴル h コードを使用するかどラかを選がします。 

ATX コマンドのノ くラメータび n = 1〜4の場合に有効です。 
n 二0:拡張 U ザルトコードを使用しません。（お買い上げ時、パラメータ省略時） 
n = l ; 拡張リサ‘ルトコードを使巧します。 


JW 


設定 [ AT ¥ V 0 


^表示 ] なし 


^テスト]なし 
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切断理由一! 


■ パケッ ト 通信 


植 

理由 

27 

APN びを在しない、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64K データ通信 


値 

理由 

1 

指定したま号はを在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

巧手側び通信中のため、通信がでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありません 
でした。 

1白 

巧手を呼び出しましたび応答がありません。 

21 

巧手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有 
効ではありません。 

6已 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端モ属性の異なる端ホに発信した、または着信を 
受けました。 



数字 

表示 

义字表お 

理由 

10 

SIM not 
inserted 

F 日 MA カードがセットされていま 
せん。 

1 已 

SIM 

wrong 

F 日 MA 力ード！;!列■の SIM (FOMA 
カードに相当するにカード）び挿 
入されています。 

16 

incorrect 

password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


AT コマンドの補足説明 


■ コマンド名： AT+CGDCONT= [パラメータ] 
パケット発信時の接続先 （APN) を設定します。 

書式 

AT+CGDCONT 二[く cid > [， "PPP" [."く 
APN >"]]] 

パラメータ説明 
く cid > :1〜10 

お買い上げ時、 cid 1には 「m 叩 era.ne.jp」、cid3 
には 「mopera.net」 が登録されていまず。 

< APN > :任意 

実行例 

rabcj といラ APN 名を登録する場合のコマンド 
(く cid >二2の場合） 

AT+CGDC0NT 二2， "PPP"，"abc" 
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パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGDC0NT 二 

ずべてのく cid >の設定をクリアします。ただ 
し、「く cid >二1」と「く cid >二3」の設定 
はお買い上げ時の状態に再設定されます。 

AT+CGDC0NT 二く cid > 

指定されたく cid >の設定をクリアします。た 
だし、「く cid >二1」と「く cid >二3」の設 
定はお買い上げ時の状態に再設定されまず。 

AT+CGDC0NT 二？ 

設定可能な値のリストを表示します。 
AT+CGDC0NT? 

現在の設定値を表示しまず。 

■ コマンド名： AT+CGEQMIN= [ パラメータ ] 
PPP パケット通信確立時にネットワーク側か日 
通知される QoS (サービス品質）を許容するかど 
ラかの判定基準値を登録します。 

書式 

AT+CGEQMIN 二 [ く cid > し く Maximum 
bitrate UL > [，く Maximum bitrate DL >]]] 

パラメータ説明 
く cid > : 1 〜 10 

お買い上げ時、 cid] には rmopera.ne.jp」、cid3 
には 「mopera.net」 が登録されていまず。 

< Maximum bitrate UL > :なしまたは巨4 

< Maximum bitrate DL > :なしまたは384 
「Maximum bitrate UU および 「Maximum 
bitrate DL」 では、 FOMA 端末と基地局間の 
上りおよび下りの最低通信速度 （kbps) を設定 
しまず。「なし（お買い上げ時)」に設定した墙 
合は、すべての速度を許容しますが、「64」お 
よび「384」を設定した場合、これらの速度掛 
下の接続は許容されないため、パケット通信が 
接続されない塌合がありまずのでご注意くださ 
い。 

実行例 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコ 
マンド（く cid >二2の場合） 
AT+CGEQMIN 二2 

に）上り日 4kbps /下り 384ktips の速度のみ許 
容ずる場合のコマンド（く cid >二4の場合） 
AT+CGEQMIN 二斗，曰4’384 

(3) 上り 64kbps /下りすべての速度のみ許容ず 
る場合のコマンド（く cid >二已の場合） 
AT+CGEQMIN 二己,,巨4 

(4) 上りずベての速度/下り 384kbps の速度の 
み許容ずる場合のコマンド（く cid >二日の 
場合） 

AT+CGEQMIN 二巨.,.384 
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パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQMIN 二 

ずべてのく cid >の設定をクリアします。 

AT + CGE 日 MIN 二く cid > 

指定されたく cid >をお買い上げ時の状態に戻 
します。 

AT+CGEQMIN 二？ 

設定可能な値のリストを表示します。 

AT + CGEQMIN ? 

現在の設定を表示しまず。 

■ コマンド名： AT + CGEQREQ = [パラメータ] 
PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要 
求する QoS (サービス品質）を設定します。 

書式 

AT + CGE 曰 REQ 二[く cid >] 

パラメータ説明 

上り日 4 kbps /下り 384 l < bps の速度で接続を 
要求ずるコマンドのみ設定可能でず。各 cid には 
その内容がお買い上げ時に設定されています。 

く cid >;1〜1日 

お買い上げ時、 cid 1には 「 m 叩 era . ne . jp 」、 cid 3 
には 「 mopera . net 」 が登録されています。 

実行例 

(く cid >二2の場合） 

AT + CGEQREQ 二2 

パラメータを暂略した場合の動作 
AT + CGEQREQ 二 

ずべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻し 
まず。 

AT + CGEQREQ 二く cid > 

指定されたく cid >をお買い上げ時の状態に戻 
します。 

AT + CGEQREQ 二？ 

設定可能な値のリストを表示します。 
AT + CGEQREQ ? 

現在の設定を表示しまず。 


リザルトコード 


• ATV [ n ] コマンド （* P 27) が n 二1に設定され 
ている場合には文字表示（初期値)、 n 二0に設定さ 
れている場合には数字表示でリザルトコードが表 
示されます。 


■ U ザル トコード 


数字 

表示 

文字表示 

意味 

己 

0 K 

正常に実巧しました。 

1 

CONNECT 

ネ目手と接続しました。 

2 

RING 

着信びまています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受付られません。 

6 

N 0 

DIALTONE 

ダイヤル!''ーンの検出びでさ 
ません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

N 0 ANSWER 

接続完了タイムアウトしまし 
た。 

100 

RESTRICTION 

通信ネットワークが混雑して 
います。しばらくしてから接続 
し直してください。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■ 拡張 リザル トコード 


数字表示 

文字表お 

FOMA 端末- 
バソコン間①接続速度 

巳 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

C 已 NNEC 下吕400 

24白日 bps 

11 

C 已 NNEC 下4召己0 

48白日 bps 

13 

C 已 NNEC 下72己0 

72白己 bps 

12 

C 已 NNEC 下白扫己〇 

96白己 bps 

15 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 1920己 

1920加 ps 

17 

CONNECT 38400 

384日白 bps 

18 

CONNECT 己7白0己 

已760己 bps 

1白 

C 已 NNEC 下115200 

11曰2白己 bps 

20 

CONNECT 230400 

23白4日日 bps 

21 

C 已 NNEC 下460800 

46白8日白 bps 


おし5せ一 

♦従来の RS -232 C で接続するモデムとのバソコンで 
のの理上の互換性を保つため通信速度の表示はしま 
ずが、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA USB 接続ヶー 
ブル（別売）で接続されているため、実際の接続速 
度と異なりまず。 
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■ 通信プ□トコルリザルトコード 


数き 

表示 

文字表お 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

2 

AV 32 K 

AV (テレビ電話） [32 K ] で接続 

3 

AV 64 K 

AV (テレビ電話） [64 K ] で接続 

已 

PACKET 

パケット通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATXO が設定されている場合 
AT ¥ V コマンド （ i * P 28) の設定に関わらず、接 
続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 
文字表示例 ： ATD * 日日** * 3# 

CONNECT (数字表示の場合は 

rij) 

ATX 1 び設定されている場合 
• ATX 1 、 AT ¥ VO が設定されている場合湖期働 
接続完了のとさに 、 CONNECT く FOMA 端末一 
PC 間の速度 > の書式で表示しまず。 

文字表示例 ： ATD * 日日** * 3# 

CONNECT 460800 (数字表示 
の場含は「121」） 

• ATX 1、 AT ¥ VI が設定されている塌合《1 
接続完了のとさに、しソ下のよラに表示します。 
文字表示例 ： ATD * 日日** * 3# 

CONNECT 4已〇扫日0 PACKET 
nnopera . net /64/384 (数字表 
おの場合は「121已」） 

FOMA 端末 一 PC 間速度460800 bps で、 
m 叩 era.net に、上り最大日 4kb|DS、 下り最大 
384kbps で接続したことを表します。 


《 1 : ATXK AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダ 
イヤルアップ接続が正し < でさない場合びあ 
0ます。 

ATX 1 、 AT¥V 日を設定した状態（初期値）で 
のご利用をおすすめします。 
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